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はじめに

本書は、高
た か だ

田豊
ほう

寿
じゅ

先生が主
しゅさい

宰された「周
しゅらい

禮研究会」での 1200 回に及ぶ
講義の中から、先生没後約 30 年の時を経て、有志が内容を 100 編に精選
して編纂しました。

「周禮研究会」において私たちが高田豊寿先生から学んだ「知識」や「知
恵」は、他では迚

とても

聞くことの出来ない貴重な内容でした。この学びが会員
各位の人生行路を切り拓き、社会を形成していく上で極めて有益であっ
たことから、「周禮研究会」で学んだ「知識」や「知恵」を「社会形成力」
と呼ぶことにしました。

当時、研究会には各界の著名人、会社経営者、会社員をはじめ、大学
学長や教育界の長老たち、公務員、教員、現役の大学生、高校生、中学生
などが熱心に参加しました。

高田先生は『周禮』について次のように説明されました。『周禮』は中
国の古い文献の一つであり、『論語』や『大学』ほど知られていません。
その理由として一つには、『論語』や『大学』は個人の道徳、生き方等を
中心としているのに対して、『周禮』は王の統治する天下の理想的な行政、
政治規範について述べたもので、その内容は一般向き、個人向けではあり
ません。もう一つには、『周禮』が政治の中枢や皇室など特定の人々の間
にだけ受け継がれ、あまり一般の人々の目に触れる機会が少なかったこと
によるものと考えられます。

それにもかかわらず『周禮』は歴史の変わり目には必ずと言ってよい
ほど登場しています。大化の改新における班田収授法、明治維新における
廃藩置県など、『周禮』の存在を抜きには考えられない側面を持っている、
と高田先生は話されました。

「周禮研究会」は政治結社でもなければ宗教団体でもありません。「周
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禮研究会」の名前は、行政経営学を学ぼうとする篤
とくがく

学の士たちが最初の研
究対象とした教材が『周禮』だったことによります。本書は『周禮』その
ものを詳細に述べたものではなく、碩

せきがく

学であった高田豊寿先生が講義され
た内容を「社会形成力」の切り口でまとめたものです。

読者の皆様にとりまして、物事の原理原則が明瞭になり、様々なもの
の見方への理解が深まり、物事の区分けの仕方がクリアになり、そして、
思考の整理に役立つことを念願します。

また、人間が個としてだけでなく、共同体の形成者として社会生活を
営む際に念頭に置くべきことについて、有益な示唆を得られますことを期
待します。

本書が読者の皆様の一助になりましたら望外の喜びです。
「周禮研究会」事務局・河野幸枝

─高田豊寿先生の紹介─
1912 年東京生まれ―1989 年 12 月 14 日逝去。
埼玉県さいたま市岩槻区所在の慈

じ お ん じ

恩寺で水野梅
ばい

暁
ぎょう

禅
ぜ ん じ

師下でインド哲学、
仏教哲学を学ぶ。昭和天皇の侍

じじゅう

従次長を務めた木下道雄先生に師事。
昭和 46（1971）年「周禮研究会」を主宰。皇居和田倉門、学士会館、
東京駅、八重州、江戸橋、広尾、千駄ヶ谷、根岸、西神田、池袋等に
て 19 年間に 1200 回講義されました。

表紙のタイトル英訳
100 lectures on “Wisdom for social formation” by Hoju Takada
who served under Michio Kinoshita, Deputy Grand Chamberlain of Emperor 
Showa.
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第……１……章

皇室と社会形成力

高田豊寿先生は、「社会形成力」とはどのような資質能力のこと

をいうのかについて、私たちにハット気づかせてくれる言葉を発し

てくださいました。そのような短い言葉を各章の冒頭に紹介します。

「なずな飯」

「周禮研究会」のさいたま市慈恩寺集会には、高田先生の奥様が「な

ずな飯」を作ってきてくださいました。ご飯の上になずな・にんじ

ん・しいたけがあり、その真ん中に蛤が一つのっていました。この

「蛤」が第121代孝明天皇の大好物でした。

歴代天皇のことを話すときに、聞く人が忘れないようにするため

には、その天皇の大好物をあげると印象深くなります、と話してく

ださいました。
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１．高田豊寿が師事した侍従次長 木下道雄先生

１．高田豊
ほう

寿
じゅ

先生が書き遺したかった 3 冊
1964（昭和 39）年 9 月 4 日に千葉県沼

しょうなん

南町高柳に移り住まれてから
満 20 年になる前日に、高田先生は死ぬまでにどうしても書き残したい本
が3冊あるとおっしゃり、その書名を板書されました。『詔

しょうちょくるい

勅類校
こうかん

勘覚
おぼえがき

書』、
『昭和天皇の側近、木下道雄伝』、そして、『東方古典の難解点について』
でした。高田先生は、昭和天皇一代記の 1 コマとして『昭和天皇の側近、
木下道雄伝』をご自分の手で書き残したいという念願をお持ちでしたが、
その宿願が叶

かな

わないままご逝
せいきょ

去されたことは、残念至極なことでありまし
た。

２．恩師 木下道雄先生の略歴
木下道雄先生（1887-1974）は、1887 年に東京で生まれ、東京帝国大

学法科を卒業。1924（大正 13）年 8 月、東
とうぐう

宮事務官兼宮内書記官東宮侍
従として宮内省に入省、1945（昭和 20）年 10 月、皇后宮大

だ い ぶ

夫兼侍従次
長となりましたが、1946（昭和 21）年 5 月退職。その後、1950（昭和

25）年以来、荒廃した二
重橋前の広場の復旧整備
を志す皇居外

がいえん

苑保存協会
の理事長を務めました。
木下道雄先生が、皇居外
苑保存協会理事長を務め
ておられたご縁で、「周
禮研究会」が皇居和田倉
門で開催されることがし
ばしばありました。


